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目  的 

  アユ陸封化の可能性を検討するため,平成 4 年度に川口および長安口のダム湖の環境およびシラス

アユの調査を行った。その後,5・6年度にも同様の調査を長安ロダム湖を中心に実施したので,その結

果の概要について報告する。 

 

方  法 

  那賀川水系の内水面漁業組合では,従来の湖産および人工産の放流種苗に加え鶴田ダム湖（鹿児島

県）で再生産されている陸封稚アユを平成 5 年度および 6 年度の 6 月頃に小見野々,長安口および川

口の各ダム湖に流入する河川に放流し（稚アユは 4 月に陸送後,養殖業者により中間育成されたも

の）,4年度に引き続き,その放流アユが陸封化されるかどうか検討するために調査を行った。         

1 水質調査はダム湖のダムサイド付近に調査地点（図 1,2）を設け，長安口ダムでは北原式採水器を

用いて採水し,水温,濁度,溶存酸素量,栄養塩（無機態リン・窒素・珪素）の測定および透明度板によ

る透明度の調査を行った。川口ダムではバケツで表面水を採水して水温測定を行った。 

2 プランクトン調査は水質調査と同地点で,長安口ダムでは北原式プランクトンネット（口径 12cm,

ⅩⅩ－13）を用い,日中・底層から表層までの垂直曳きを行い 10％ホルマリンで固定し,同定ならびに

計数をした。川口ダムではバケツ採水による表面水を同様に処理した。 

3 シラスア土の採集調査はダム湖のダムサイドの船舶係留地（図 1，2）にて船上から約 1～2時間連

続して水面灯火（バッテリーによる 30W 舶用電球使用）し,蝟集してきたシラスアユをタモ網で採集

した。 

  なお,調査は5年度には長安ログムは12月7日と1月25日,川口ダムでは12月14日と1月18日に,6

年度には長安口ダムは 11月 16 日,12 月 21 日,1 月 18 日および 2月 17日に,川口ダムでは 11月 21 日

と 12月 18 日にそれぞれ月 1回の割りで実施した。 
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結  果 

1 長安ロダムの水質調査（5,6 年度）の結果を表 1,2 に示した。 

 5,6年度の各測定項目についてみると,水温は概ね11月に14℃,12月に9～10℃,1月に6～7℃,2月

に 6℃で推移し,1，2 月は 4 年度と同様に低い水温となっている。透明度は概ね 2～3m であるが,7 年

2 月には 1m 台の低い値がみられた。このことはプランクトンの増殖により低下したもので,4 年度の

1,2 月にも同様な状況がみられている。濁度は懸濁物量を総称する数値で概ね 2～3ppm の値がみられ

るが,透明度の低いときは 4ppm と高い数値となっている。溶存酸素量は冬期の循環期であり鉛直的な

変化はなく,底層までやや飽和に近い数値がみられる。栄養塩は 4 年度と同様に無機態リンは極めて

少なく,無機三態窒素は多い傾向がみられる。プランクトンの増殖にはリン・窒素が必要であるが,リ

ンが極めて微量であるように思われた 

2 プランクトン調査については,5年度の長安口ダムの結果を表 3に,6年度の長安口・川口ダムの結

果を表 4に,更に,長安口グムの動物プランクトンの出現状況を表 5に示した。 

 プランクトンの出現状況（表 3,4）を 0,10m 層についてみると,植物プランクトンは 4年度と同様に

硅藻類が主体で主たる優占種はホシガタケイソウ,オビケイソウ，チャツヅケイソウ等である。出現

量は表層域で 1リットル当たりの細胞数に換算して,5 年度には 200～500 細胞と極めて少なく,6年度

では 250,000～1,400,000 細胞で,2 月の赤潮を形成していた時期に多かった。動物プランクトンは輪

虫類ではツボワムシ,ハネウデワムシ,枝角類ではゾウミジンコ,ケンミジンコ等が主体で，餌科とな

るワムシとミジンコを包括してみると,5年度には1リットル当たり1個体以下と植物プランクトンと

同様に非常に少なかった。6年度では 11月に約 125 個体を最高に 12 月に 5個体,1月および 2月には

約 26～10 個体となっている。動物プランクトンの出現状況（表 5）をみるとその分布層は 0～10m 層

で多い傾向が窺われた。一方,各年度の動物プランクトンの出現個体数（cells／L）について,同一地

点のダムサイドでの数値（採集層,0～B－2m）をみると,6 年度には 11 月に 24.8 個体,12 月に 2.5 個

体,1 月に 4.6 個体,2 月には 5.7 個体で,5 年度には 12 月に 0.2 個体,1 月に 0.34 個体,4 年度には 12
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月に 1.2 個体,1 月に 34.8 個体,2 月に 35.4 個体が出現し,4 年度が最も多く,次いで 6 年度,5 年度の

順で,年により変動していることが窺えた。また,沈澱量（m /m3）については 5年度の資料がないが,6

年度の長安口ダムの各層からの垂直曳きの数値をみると,0～10m 層では 0～20m および 0～B－2m 層よ

り概ね多く,10m 以浅域にプランクトンが豊富なことが分かった。特に,2月には多かった。なお,0～B

－2m 層の沈澱量について 6年度（12 月 1.4,1 月 8.2,2 月 22.9）と 4年度（12 月 1.1,1 月 16.1,12 月

7.4）と比べると時期的なずれはみられるが量的には大差はないようである。植物プランクトンが増

殖し赤潮を形成した時期には,沈殿量も多くなっている。 

  なお,ダム湖のプランクトンの量的な分布については，ダムサイド付近と上流 1km および 2km の 3

地点を設け検討した 4 年度の結果では,植物・動物プランクトンともダムサイドより上流地点で多く

なっており,特に 1km 地点ではダムサイドより 3～5倍多い傾向がみられた。このことはダムサイドに

おいては,取水がなされており直接その影響を受けるため低くなったものと考えられる。 

3 シラスアユの採集調査の結果は表 6,7 に示したとおりである。 

1） 採集調査状況は表 6に示したように,5 年度の長安口および川口ダムでは 12月,1 月ともにシラ

スアユは確認されなかった。6年度の長安口ダムでは 11 月に 36尾を採集し,12 月には 4尾を確認し 1

尾を採集した。しかし,1,2 月には 1 尾も確認できなかった。川口ダムでは 11 月に 8 尾を確認し 6 尾

を採集したが 12 月には観察されなかった。川口ダムではカワムツが多数観察された。なお,5 年度に

シラスアユが確認できなかったのは,5 年 11 月中旬に例年にない豪雨のためダムでは多量の放水がな

され,また,濁水が停滞するなど生息環境が劣悪で生育条件としては最悪であった。その後,プランク

トン量も異常に少なく生育環境や餌科生物の不足などが仔アユの生存に悪影響を及ぼしたことが推

測された。長安口ダムの 6 年度と 4 年度の採集状況を比較すると,4 年度には 1,2 月にも 1～2 尾が確

認採集されており,4年度が 6年度よりやや生息条件が良かったのではないかと考えられた。 

  陸封化された野村ダム（愛媛県）では 59年 2月上旬にシラスアユが多数蝟集するのが観察されたこ

と，しかし,60 年には少なかったことが報告されているが,生育環境の好・不良に依存しているシラス

アユの量的な年変動が大きいことが考えられる。長安口ダムでは,この時期には年により希にみられ

る程度で量的には少ないことが窺われた。 

2） シラスアユの測定結果は表 7に示したように,11 月に採集されたものは全長 16.8mm,川口ダムで

は 13.5mm で,耳石日周輪から推定されたふ化時期は長安口グムで 10 月中旬,川口ダムでは 11 月上旬

であった。 
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表 1 平成 5年度長安ロダム調査地点の水質調査結果 

   
 

表 2 平成 6年度長安ロダム調査地点の水質調査結果 
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表 3 平成 5年度長安ロダムにおけるプランクトンの出現状況（単位；×103，cells/m3）  

   

 

表 4 平成 6年度長安ロダムにおけるプランクトンの出現状況   
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表 5  平成６年度長安口ダムにおける動物プランクトンの出現状況（単位；×103，cells/m3 ） 

 

 

表 6 シラスアユの採集調査状況 

 

 

 

 



－7－ 

表 7 採集されたシラスアユの尾数,大きさおよび推定ふ化日 

   

 

考  察 

 古田能久等（1967）は過去にアユの陸封がなされた天然湖・ダム湖の環境条件を検討し陸封の適正

条件（面積,水深,肢節量,位置,水温,PH,栄養型,プランクトン）についてまとめている。 

  また,大分県内水面漁業試験場が 1982 年に行った「湖沼の水産利用に関するアンケート調査」によ

ると,まだ陸封化の条件は明らかにされていない。長安ロダムは古田などの適正条件の範疇に含まれ

るダム湖と思われるが,那賀川水系のいずれのダム湖とも従来の放流（琵琶湖産および人工産種苗）

では陸封化されたアユが確認されていない。その条件として,当該ダム湖では冬期に生残するシラス

アユが少ないように思われること,また,耳石の初期日輪からみて成長が非常に遅いこと等から想定

すると,湖水の水位変化や餌科プランクトン,更には，競合種となるワカサギ等の食害魚等の問題が残

されており今後の検討課題であることを報告した。 

  近県の陸封化事例として愛媛県の野村ダム（昭和 57年 3月に竣工）では,57 年 5月に漁協が鶴田ダ

ム湖（鹿児島県）の稚アユをダム湖に流入する河川に放流して翌 58 年 4 月には陸封化アユが確認さ

れ,それ以降も一部種苗放流を続けながら陸封化アユの維持が図られているようである。 

 成功した理由として，野村ダム湖では分水がなされていないため年間の貯水位の変化が極めて小さ

く，人工湖として安定していることが報告されている。これに対して長安口ダムでは絶えず発電用の

取水がなされているという相違点があり,これが陸封化できにくい要因になっているものと推測され

る。 

  ダム湖への大量の流入・流出がふ化仔魚の生存や餌料プランクトンの増殖に関与している可能性が
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考えられることは前述のとおりであり今後の課題である。 

  なお,この調査を行うにあたり，県企業局発電総合管理事務所（川口ダムおよび長安口ダム）職員の

方々の御協力に厚くお礼申し上げます。 
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